
令和元年度７月号 

満
足
感 

生
徒
指
導
主
事 

大
原 

隆
司 

世
界
保
健
機
関
は
今
年
五
月
、
ゲ
ー

ム
に
熱
中
し
、
日
常
に
支
障
を
き
た
す

依
存
症
を
「
ゲ
ー
ム
障
害
」
と
し
て
精

神
疾
患
に
認
定
し
た
。
一
方
、
厚
生
労

働
省
は
中
高
生
で
百
万
人
近
く
が
ネ
ッ

ト
依
存
の
恐
れ
が
あ
る
と
推
計
し
て
お

り
、
治
療
や
予
防
法
の
確
立
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。 

先
月
末
、
「
ゲ
ー
ム
依
存
症
」
の
講

演
を
拝
聴
し
た
。
講
師
は
神
戸
大
学
病

院
の
ゲ
ー
ム
依
存
専
門
外
来
精
神
科
医

の
曽
良
一
郎
先
生
で
あ
る
。 

ゲ
ー
ム
は
短
時
間
で
快
感
を
得
ら
れ

る
よ
う
に
仕
組
ま
れ
て
お
り
、
反
復
す

る
快
感
に
中
毒
性
が
あ
る
と
い
う
。
そ

し
て
、
韓
国
で
は
十
年
以
上
前
に
ゲ
ー

ム
依
存
症
で
十
人
が
命
を
落
と
し
た
事

実
に
衝
撃
を
受
け
た
。 

し
か
し
、
ゲ
ー
ム
以
外
か
ら
快
感
を

得
ら
れ
る
人
も
い
る
。
そ
れ
は
、
日
常

生
活
か
ら
満
足
感
を
得
て
い
る
人
で
あ

る
。
快
感
は
満
足
感
か
ら
生
ま
れ
る
そ

う
だ
。 

長
い
夏
休
み
、
ゲ
ー
ム
に
頼
ら
ず
に

日
常
生
活
で
満
足
感
が
得
ら
れ
る
工
夫

を
し
て
み
て
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。 

 

 

学校新聞 

夏に向けて全力を誓う激励会 



令和元年度７月号 

全
員
の
笑
顔 水

泳
部 

鮫
嶋
那
々
花 

一
人
一
人
が
全
力
で
泳
ぎ
切
る

こ
と
が
で
き
た
市
長
杯
。
私
た
ち
の

総
合
優
勝
が
決
ま
っ
た
瞬
間
、
レ
ー

ス
前
に
激
励
の
言
葉
を
掛
け
合
っ

た
仲
間
に
、
声
が
枯
れ
る
ま
で
応
援

し
合
っ
た
仲
間
に
、
そ
し
て
、
そ
ば

で
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
た
く
さ
ん

の
方
々
に
感
謝
の
気
持
ち
が
こ
み

上
げ
て
き
ま
し
た
。 

一
、
二
、
三
年
生
全
員
で
臨
ん
だ

最
後
の
大
会
は
、
全
員
が
笑
顔
で
終

え
ら
れ
る
最
高
の
大
会
に
な
り
ま

し
た
。 

 

時
間
の
大
切
さ 

二
年 

川
端 

紘
生 

一
学
期
は
、
職
場
体
験
学
習
で
、
と

て
も
大
切
な
こ
と
を
学
ん
だ
。
そ
れ
は

「
時
間
の
大
切
さ
」
だ
。 

 

僕
た
ち
の
職
場
体
験
中
に
、
救
急
出

動
の
要
請
が
入
る
場
面
が
あ
っ
た
。
そ

こ
に
は
、
一
刻
も
早
く
現
場
に
向
か
う

消
防
署
員
の
人
た
ち
の
姿
が
あ
っ
た
。

そ
ん
な
様
子
を
呆
然
と
眺
め
る
し
か
で

き
な
い
僕
た
ち
に
署
員
の
方
が
、 

「
こ
の
仕
事
は
一
分
一
秒
を
争
う
仕
事

だ
よ
。
」 

と
教
え
て
く
れ
た
。
署
員
の
人
た
ち
の

時
間
を
大
切
に
す
る
姿
か
ら
、
仕
事
へ

の
や
り
が
い
や
情
熱
を
ひ
し
ひ
し
と
感

じ
た
二
日
間
と
な
っ
た
。 

来
館
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た 

図
書
委
員
長 
髙
橋 

駿
輔 

六
月
の
あ
じ
さ
い
読
書
週
間
で
は
、

た
く
さ
ん
の
皆
さ
ん
に
来
館
し
て
い
た

だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

図
書
委
員
会
の
委
員
長
と
し
て
、
僕

は
生
徒
や
委
員
会
へ
の
お
知
ら
せ
を
作

成
し
ま
し
た
。 

各
ク
ラ
ス
の
図
書
委
員
が
本
を
読
む

こ
と
を
ク
ラ
ス
で
呼
び
掛
け
た
甲
斐
も

あ
っ
て
、
読
書
週
間
中
に
は
、
日
に
よ

っ
て
二
百
人
を
超
え
る
皆
さ
ん
に
来
館

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

僕
は
、
六
ツ
美
北
中
学
校
の
図
書
館

が
大
好
き
で
す
。
だ
か
ら
六
北
中
の
学

校
図
書
館
に
役
に
立
つ
仕
事
が
で
き
て
、

と
て
も
満
足
し
て
い
ま
す
。 

                

物
事
に
積
極
的
に
取
り
組
む 

環
境
委
員
長 

大
霜 

祐
生 

物
事
に
積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と
は

良
い
こ
と
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。
「
絶

対
に
ア
ル
ミ
缶
を
持
っ
て
き
て
」
と
言

っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
「
協
力
し

て
く
だ
さ
い
」
と
呼
び
掛
け
て
い
る
だ

け
な
の
に
、
た
く
さ
ん
の
人
が
協
力
し

て
く
れ
て
、
と
て
も
良
い
気
持
ち
に
な

れ
ま
し
た
。
ぼ
く
は
、
他
の
委
員
会
の

人
た
ち
が
し
て
い
る
こ
と
に
、
今
ま
で

協
力
的
で
は
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た

の
で
す
が
、
皆
さ

ん

の

姿

勢

を

見

て
、
ぼ
く
も
積
極

的
に
物
事
に
取
り

組
ん
で
い
こ
う
と

思
い
ま
し
た
。 

◎
第

65
回
全
日
本
中
学
校
通
信
陸
上
競
技

西
三
河
予
選
会
（
６
／
15
） 

一
位 

女
子
走
高
跳 

鈴
木
菜
美 

二
位 

男
子
棒
高
跳 

畔
栁
凌
大 

三
位 

男
子
棒
高
跳 

時
原 

仁 

 
 

 

女
子
三
年

100
ｍ 

永
易
玲
奈 

◎
第
36
回
Ｎ
Ｈ
Ｋ
杯
全
国
中
学
校
放
送

コ
ン
テ
ス
ト
愛
知
県
大
会
（
６
／
29
） 

ア
ナ
ウ
ン
ス
部
門 

優
秀
賞 

稲
垣 

愛 

（
全
国
大
会
出
場
） 

◎
西
三
河
中
学
校
体
操
競
技
大
会
（
６
／
30
） 

個
人
総
合
・
跳
馬
・
段
違
い
平
行
棒
・
ゆ
か 

優
勝 

平
均
台 

三
位 

 

遠
山
結
香 

（
県
大
会
出
場
） 

◎
第

22
回
愛
知
県
中
学
校
選
抜
混
成
競
技
会
（
７
／
６
） 

八
位 

女
子
四
種
競
技 

鈴
木
菜
美 

◎
第
72
回
市
長
杯
兼
西
三
河
予
選
会 

・
水
泳 

女
子 

総
合
優
勝 

【
個
人
の
記
録
】
※
は
県
大
会
出
場 

一
位 

男
子
個
人
メ
ド
レ
ー 

岩
村
航
佑
※ 

 
 

 

女
子

200
ｍ
平
泳
ぎ 

内
山
遥
陽
※ 

 
 

 

女
子

400
ｍ
リ
レ
ー

※ 

二
位 

女
子

400
ｍ
メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー

※ 

 
 

 

女
子

50
ｍ
自
由
形 

坂
口 

華
※ 

 
 

 

女
子

100
ｍ
自
由
形 

野
中
真
帆 

三
位 

女
子

50
ｍ
自
由
形 

鮫
嶋
那
々
花 

 
 

 

男
子

50
ｍ
自
由
形 

内
田
大
雅
※ 

 
 

 

男
子

100
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ 

迫
田 

実
※ 

 
 

 

男
子

400
ｍ
リ
レ
ー

※ 

四
位 

男
子

400
ｍ
メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー

※ 

・
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
女
子 

個
人
戦 

九
位 

若
見
・
吉
田 

（
西
三
大
会
出
場
） 

市

長

杯

を

通

し

て 

一

学

期

を

終

え

て 

  

ア

ル

ミ

缶

回

収 
あ

じ

さ

い

読

書

週

間 

表

彰

記

録 

全力を尽くしたチームの笑顔 

七夕飾りを作る会 


